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僻地経 貞観十九年 (645) 大慈恩寺翻経 緯持寺沙門玄態正字 法裁敦憧寓絞
七月十五日 i定 (P.3709) 
〔補注3)
顕揚聖敬論巻第五 貞観十九年 (645) 弘福寺翻怒!淀 大線持寺沙門玄藤正字 藤井:有隣館磁
十月一日~二十年 〔主Ii注4)
(646)正月十五日
大乗五謹論 弘福寺翻経院 翻j経沙門玄際 石iiJ-I寺一切経
五月十日 〔補注 5)
議伽締地論巻第一 貞観二十年 (646)五 弘福寺翻j経i琵 大秘、持寺沙問玄懸正字 大正磁301m.
月十五自~二十二年 石山寺一切経
(648)五月十五日
向巷第十一 !可 i司 i司 石山寺一切経
同巷第三十四 !司 l司 i可 石山寺一切経
1司掛け一| 同 I727経題蹴i姐見鍬』日ilr注6)
自ー由同事件 E幽曲目日ーー】幽曲目ーー回 ーーー ーーー ーー ーー百田由---ーー 皿ーー 時開ー 四ー---- 同時--甲ーー ーーー 】ー 骨骨ーー 園ー田時 --ー】』叫--日------
同巷第一百 i可 同 大維持寺沙門玄肱jI字 大正殿30'fJ]-
大維持寺沙門玄態~査文 f古結~i笠紫鍬j。nr注7)
ftil-綬題i世間見鍬j
国明入正理論巻第 貞観二十一年 (647) 弘福寺翻j経院 大縦、持寺沙門玄i控LiI字 大正磁32!JJ
天詩関経 貞税二十二年 (648) 弘福寺翻経院 大*!堅持寺沙門玄i墜正字 書道博物館減
三月一十日 〔補注8)
解j架密経巻第三 i 貞 ÿÐ~ij-二 (648) 十月 弘福寺翻経j完 大徳持寺沙門玄躍正字 杏雨書屋戴
〔補注9)
同巻第五 i司 i司 同 f古経題践随見錦j
大乗大集地蔵 1-輪 ※永徽二年 (651)正 大慈恵寺翻経 大組持寺沙門玄賠正字 大正戴 131JJ
経巻第十 丹二十三日~六月 1¥完
二十九日
間違磨大毘婆沙 l※顕慶元年(附 大慈恩寺翻経 大慈恵寺沙問玄l忠正字 大正競27Jl]
論巻第一 月二十七日~四年 i境 f古経捜索jf;1d
(659)七月三日
説一切有部初当論 l顕慶二年 (657)正月 大内)1出資閤 大慈恵寺沙問玄[@正字 長1回喜一郎「東洋
器第一※ 二十六日~五年 (660) (玉華寺)* 鼎説林」仁1*脅
五月七日 〔ネili.主 10J
*現在の I~東西省北部の宣君j綜に所在した寺続。「永徽二年 (651)、玉華宮を!寵して矧;寺と矯す j と f奮
居f書j巻四〈高宗本紀J二〉中に記されている。
〔補注目敦埠寓経。首寓本は、貞観二ト二年 (648)八丹一日、1.4長二|二芳の書寓になる o (中i謹1盟家|霊i藷:
館蔵 陳i互作文i皇t)J鈴銭f則五九表にf，!J(文、のち f館蔵敦埠遺書精粋jに牧ilを)
4 ~i 





士芳の諸になる o (藤井有都館;飯 藤井善助編1奇『篤敬三E安部』有部館 1942年 1月 第一三園
所Jj文)
〔掃討;15)税JUJ寓本。石iJ-I寺文化財綜合調査l軍編『石山寺の研究一切経篇j(法戴館 1978年3月451頁)
〔補注6JI王11::1光額 1母集[古経J¥¥fI政槌見緑j務第 1-2 大正 8年8月 15日
〔補注 7)縁1前南渓徹定若 I古経控索j;!JUiz:Jl1 文久3i1三輯録(I昭和田十七年八月影E:!] 東山皐盟)
〔ネiIlu:8J磯部彰編 f台東区立書道持物館磁 1::1寸不折!日蔵馬域墨書集成j1=:1 2005年3月(図版071)
〔ネil注9)武日3科学振興財団杏m喜屋編 f敦健秘笈 彩片JJlJ-j 2009年10月(羽 008司16)














































































































































































































































































































































































































































































































義褒とされている O おそらく第一謬の f大菩薩戴経j諜出の折には高全を期すため
もあって「正字」役二人を置き、また後の円余伽師地論j、『大毘婆沙論』、愛智論j
等のような百巻にも二百巻にも及ぶ長巻の経典の謬出時には、翻経の人員も職位も
















ーーーーーー--鴨再 ーーー ーー閣時時ーー ーーー---押 ーーー ーーー--曲岬ーー ーーー 自ー由曲目ーー---ー同四時四品目ー ---【時四四四ーーーーー四百 時ーー ーーー--時四ー--
容次 音義名(株呂敷) 経典名(岩数) 部別 謀総l時間
巻二十一 大菩薩識経(157) 大菩薙菰経(20) 質積部 貞観十九年(645)五月二日~九
月二日
同 大乗十輪経(74) 大集地織卜輪組(10) 大集部 永徽二年(651)正月二十三日~
六月二十九日
i司 説無垢栴経(25) 説無垢栴経(6) 経集部 lI<f){a元年(650)二月八日
!司 解j栄密経(7) iql{:i菜密経(5) 経集部 貞腕二十一年(647)五月十八日
~七月十三日
8 張
l可 分百Ij縁起経(1) 分百IJ縁起初勝法門経(2) 経集部 ik徽元年(650)二月三日~八弓
同 能断金制般若経(5) 能i針金i削般悲経(1) 般若音1¥ 貞蹴二十二年(648)十月一日
i可 菩薩戒本(5) 菩薩戒本(1) 律音1¥ 貞組二十三年(649)七月二トー
5 
i司 都讃j乎ゴニ主主(6) 都讃j手ゴ~191l撮受蛭(1) Z若干責部 永徽元年(650)正月一日
i司 イリ!l地経(2) 19;説19;地経(1) 経集部 貞観十九年(645)七月ト五5
|可 示敬!J券J;Ti王経(11) 如来示敬勝軍王経(1) 経集部 貞離二十三年(649)二月六日
j可 如来記法性経(4) 19; 14i.浬繋記法住経(1) 浬繋部 永徽三年(652)四月四日
I百j 六!巧wt*，iJ1JE経(5) 六門陀羅尼経(1) 密教部 貞税十九年(645)七月卜1m日
|司 般若心経(2) 般若波羅密多心経(1) 般若部 貞観二十三年(649)五月二十四
日
巻二卜二 端情1師地論(513) f設勃f1lil也論(100) 3散命日部 貞税二十年(646)五月十五日~
貞観二十二年(648)五月十五日
巻二十三 組i揚盟敬論(101) 組1揚竪敬論(20) E金制i部 貞観十九年(645)ト月一日~
二十年(646)正月ト五百
i司 釘法論(85) 大衆|可毘迷路雑集論(16) 瑞曲目音1¥ 貞淑二十二年(648)十月一日
|可 j語大乗論(91) J謡大乗論稗(10) 聡劫Il部 醐二|仰口日;1
貞観ニト三年(649)六月十七5
!司 j資百論(62) 大乗)J)i'f百稗論(10) 見さま部 永徽元年(650)六月二十七日~
十二月一十三百
i司 。IJ地経論(10) 制IJ地主主論(7) 1華経論部 貞税二十三年(649)十月三日~
十一月一十四日
i司 掌弥論(8) 大乗掌祢論(2) 中観部 永1~&元年 (650) 六月 1-B 
IfrJ 王tt~JE~[論 (4) 王法If理論(1) J¥i(伽l部 貞W~二十三年 (649)七月十八日
!可 大乗j夜業論(9) 大乗成業論(1) 論知Il音1 永徽二年(651)間九月五日
i司 正:11日1311論(2) i翠|珂IDJlI羽 論集部 貞税二卜三年(649)十二月
二十五日
i司 大乗五菰i論(3) 大乗五認論(1) E最知Il音1¥ 貞親二十一年(647)二月二十四
日
器二一1-思 阿見透陪{呉令論 阿見達磨{呉舎論(30) 昆曇吉1¥ 永徽二年(651)五月十日~五年
(292) (654)七月二十七日






筆弁制綴詞理、又復穿翻問;地経 r六円陀羅尼経額揚聖救論j... J 
との記述が見られる Oこれによれば、玄笑の誇場では複数の経典の漢謬を伺時に行っ
たことがわかる o 元号事救銭jなどによれば、貞親十九年 (645)から永徽五年 (654)
(皇内?玄態音義j末巻の n可毘遠藤)1員正理論j音義)にかけての九年間に、玄突の議出した
経典の数は五十六部(l呂田盟十九巻)にも上り、かなりの速度で謬経が進んでいたと
見られる O これに釘し、(表のにも示したように、 f玄J.~音義i はその五十六部の











が、例えば、{分~Ij縁起経j 、 r19地経jのように、 fEiかにし 2の音義侠日しか存
在しないものも見られる O こうしたことは、詩出に加わっていたことが判明するf因
明入正理論Jや f天請間経jのように短品の経論について、その音義を残さなかっ










































































































































義の存在を肯定的に扱い、 f玄騒音義j 巻三所i肢の f控訴般若 ~1支縫蜜経j 音義とは





























































所用例が見られないのである O ここで元暁が誇す「大慧j支Jの原誌を f摩部般若波
羅蜜jと記し、「摩詞般若波羅蜜多j乃至「大般若波羅蜜多Jと綴っていないこと








いのである O 玄突が類慶五年正月一iヨから諜出しはじめた六百巻の f大般若経jに
かかわる玄躍の足跡が確認できないこととなれば、{東域侍燈目録jに掲出される
玄態撰とされる f大慧度経音義J三巷は、玄突の新課した f大般悲経jによる









































































































音義j 中の{法土I~陀羅尼点差j 第二巻、乃至『喰伽部地論j 第十九巻に記されていた
言句を可洪が巧みに採録した視があり、また、玄懸の引く「鞠」字に関した『緯名j
の文も、可洪が巧みに抄録しているものの如くに見える O なお、可洪が綴る f大般
若絞J巻第三百三十二(高能瓶所牧 f新集識経音義随商銀J第三十四 1決)の同諾への注文、「高
飛市不動麹」は、 f爾雅jと慧琳の引く f字統Jの文を接いだものと見られる O























































弟~三年十月二ト 13J (r IJr1 元~!~敬録j 岩第八)
玄!穫が、玄突の誇場で最後に姿を見せるのは、 f設一切有部後智論j(r阿毘達磨畿
























































































































































































寺の研究切経路 i法域館昭和 53年3月所船、池田証寿 f上代仏典音義と玄応一切経者義一大治本
新華厳経音義と信行大般若経音義の場合一J(r閤話題文研究j北海道大学部文学会第64サ 1自手155年9
月 iW~女)
4. 徐時儀 f玄懸《衆経音義》研究j(中華欝局 2005年3月)、同{玄m塁手lJ懇琳一切経者義研究，j(上
海人民出版社2∞9年12月)、及び子亭 f玄感{一切経音義i研究(中間社会科学1版社 2009ilo 6 J1) 




6. I凍垣『中園側敬史籍概論j上海書応出版社 1999年3月52~ 53頁
7. 周組諜 f校讃玄態一切経音義後記J<r間学集j上1nJ-中華書局 2004年7月版 192頁)
8. 注2書 196頁
9. 注 2 書 18ヲ~ 190頁
10注3諸論文参照
1.注 3池田論文73~ 74頁
12.徐時儀『玄応和慧琳一切経音義研究J(上海人民出版社2009年12月)35頁
13.縁1I橋南渓徹定著『古経捜索録J乾坤 文久3年i間録(昭和四十七年八月J1¥;1:1東山事|霊1)
14.京都圏立博物館 Wil附縦長古経図録j二三五 箇版96(昭和三十九年三月)
15.注2書 196頁
